
四国5大学連携女性研究者活躍推進シンポジウム2016

第 8回中国四国男女共同参画シンポジウム共同開催

「地域貢献！世界トップレベルの女性研究者誕生を目指して」を開催しました

平成 28 年 11月 18日に、徳島大学で四国 5大学連携女性研究者活躍推進シンポジウム２

０１６を開催しました。主催は、四国 5大学男女共同参画推進連絡協議会の徳島大学・鳴門教

育大学・香川大学・愛媛大学・高知大学です。第 8回中国四国男女共同参画シンポジウムを共

同開催し、徳島大学が担当しました。高知大学は、高知大学における男女共同参画の取組につ

いて廣瀬淳一男女共同参画推進室長がポスターを紹介しました。

ポスター発表では、高知大学人文社会科学系人文社会科学部

門の小島優子准教授が、「哲学分野における男女共同参画と若

手研究者育成〜日本哲学会の取組から〜」について発表しまし

た。日本哲学会における男女共同参画・若手研究者支援ワーキ

ンググループの取組について説明しました。

高知大学医療学系基礎医学部門微生物学講座の橋田裕美子助

教は、「皮膚に常在するウイルスのエコロジー」についてポスター発表をしました。皮膚に常在

しているさまざまな微生物についての、実体解析調査を行い、その結果からウイルスの検出率

と年齢の関係について分析を行いました。

アンガ−マネジメント・セミナー

平成 28年 12 月 16 日に、アンガ−マネジメント・セミナー『ストレスをエネルギー

に〜アンガ−マネジメントの基本的な考え方と具体的な対処法』を開催しました。講師

に澤田章子氏（オフィス・インテグラル株式会社代表 臨床心理士）を迎えて、認知―

行動療法を応用したアンガ−マネジメントの学習に取り組みました。

「アンガ−マネジメントとは、怒る必要がある時には上手に怒り、怒る必要のない時

には怒らないようになること」です。多くの怒りの原因は、自分と相手の「べき」の違いから発生します。それは、私

が考える常識から導き出される「べき」の基準と、相手の常識から導かれる「べき」の基準に乖離があるにもかかわら

ず、お互いが自分の基準を相手に当てはめてしまうからです。アンガ−マネジメントでは、相手を打ち負かそうとする

のではなく、わかってもらうことをゴールに据えて、おたがいの「べき」に関心を向けながらストレスの整理を行う行

動的対処が大切であることを学びました。

四国5大学連携 e-ラーニングについて

「四国 5 大学連携女性研究者活躍推進コンソーシアム形成事業」のホームページでは、四国 5大学で開催したセミナー

を、高知大学の学内から e-ラーニングで視聴することができます。過去に開催された国際論文投稿セミナーや、研究

ノート活用法、アサーショントレーニング・セミナー、男女共同参画シンポジウムの映像などを視聴することができま

す。期間限定で公開されていますので、この機会にぜひご利用ください。

http://www.awasapo.tokushima-u.ac.jp/shikoku/e-learning/index.html
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